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Real-time voice conversion with high quality and low latency

高音質で低遅延なリアルタイム音声変換

声と話し方を好みのスタイルに一瞬で変える

どんな研究
従来の音声変換技術の研究では発話の終了を待ってから発話単位で変換しています。そのため、話をしている
最中に音声を変換することができません。抑揚や声質における話者ごとの違いを考慮した深層生成モデルを用
い、高音質かつ低遅延でリアルタイム変換する技術を紹介します。

どこが凄い
話者間変動に対する頑健性を考慮することで、話者依存性の低い音声表現を学習することが可能になり、発話
の終わりを待たない高音質なリアルタイム変換を実現しました。また、波形合成器の改善にも取り組むことで、
更なる高速化・低消費電力化も同時に実現しています。

めざす未来
対面・遠隔とを問わず、様々な音声コミュニケーションでの応用が可能になります。例えば、ライブ配信やコー
ルセンターに用いると、発話者を秘匿できます。今後はテキスト音声合成技術や音声認識技術を組みこみ、よ
り安定して好きな声でコミュニケーションできる未来をめざします。
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